
　団塊の世代が 90歳に到達し医療・介護の需要が高まる 2040 年に備
えて，健康寿命の延伸は重要な国家課題の一つである．高齢者を含む
すべての国民が，健康について関心を高め，学び，適切な活動と参加
の選択を続けながら，自分らしい人生を歩むことが求められている．
　2020 年度（令和 2年度），国は「高齢者の保健事業と介護予防の一
体的な実施」を施策に掲げ，そこにかかわる医療専門職として「作業
療法士」の職名を明記した．これからはOTがどのような専門性でど
のように地域保健領域へ参画（企画，教育，指導，助言，現場支援等）
すべきなのかを明らかにしていかねばならない．それは「作業は人を
元気にする」とする作業療法の幅広い効果を示していくことでもあ
り，「作業療法の有効活用」，「作業療法の社会化」という重要なテー
マへとつながっている．
　今回，そのような時流の起点として，「地域で役立つ OT になるた
めに―高齢者のヘルスプロモーション編」を企画した．国・自治体の
制度，自治体の事業展開，自治体からの事業受託，高齢精神障害者，
認知症予防，地域ケア会議等，さまざまな観点から，OT参画の役割
と可能性を示す．これを指針に全国での実践が増えることを期待し
たい．
 （谷川 真澄）
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地域で役立つOTになるために
―高齢者のヘルスプロモーション編
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